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Ⅰ 緒 言

最近約15年 間 にわた り, in vitroに おいて ラ ッ ト

副〓丸脂肪組織 における脂質 代謝を,放 射 性同位元

素 で標識 した 前駆物質 を使用 して検討 した報告 は多

数存在す る1)-5).著 者6)ら もすでに ラ ッ ト副〓丸脂

肪 組 織 に おけるin vitroの 実 験 に お い て, 1-14C

 acetateお よび1-14C glucoseか らの14Cの とりこみ

を指標 と した脂質合成,な かんず く脂 肪 酸 合 成 を

buffer中 において検 討 し,ま たそれ に対 す るイ ンス

リンの影響 につ いての検 討を行な い,イ ンス リンの

脂質合成への促進作 用が,脂 質成分 中脂肪 酸の生成

において最 も著 明に現 われ,ま た個 々の脂肪酸 に関

しては,パ ル ミチ ン酸 の生成すな わち,マ ロニ ール

CoA経 路 に特異 的であ ることを報告 した.今 回,著

者はin vitroに おけ るラ ッ ト脂肪組織 の脂質合成 に

対するインス リンの作 用が, medium側 の 条件 と し

てまず正常人血清 によ りいかな る影響 を受 けるかを

検討 し,同 時 に血 清希 釈な らびに透析血 清 による影

響につ いて も調 べ,さ らに動物側 の条件 として,絶

食 ラッ トの脂肪組織 におけ る脂質合成 におよぼす イ

ンス リンの作 用について も比較検討 した.

Ⅱ 実 験 方 法

240～260gの 非 絶 食Winter系 ラ ッ トを 使 用 し,

頭 部 を 殴 打 し,断 頭 後 す ば や く開 腹 して 副 〓 丸 脂 肪

組 織 を 摘 出 し, 37℃ に 保 温 し たKrebs bicarbonate

 bufferに 浮 遊 させ, 30～40mgの 小 片 に 切 断 し た.

同 一 実 験 の 各incubation bottle内 の脂 肪 組 織 片 が 同

一 条 件 にな る よ うに
,異 な つ た3匹 の ラ ッ トか ら と

り 出 し た一 片 ず つ の 組 織 片3個 を 濾 紙 上 で 脱 水 した

の ち, mediumと し て2mlのKrebs bicarbonate 

bufferま たは 血 清 を 入 れ た各 々のincubation bottle

に移 し,そ の 前 後 のbottleの 重 量 差 か ら脂 肪 組 織 片

の 重 量 を 算 出 した. mediumに は,異 なつ た 濃 度 の

イ ン ス リス の ほ か, bufferの 場 合300mg%のglucose

お よ び200mg%のgelatinを 加 え,使 用 時pHを

7.4に 補 正 し た.血 清 は 健 常 で 糖 尿 病 の 家 族 歴 の な

い 者 か ら 当 日採 血 した 新 鮮血 清 を 用 い,使 用 前 に血

清glucose量 をAutoanalyzerで 測 定 し, glucose含

有 量 をbuffer同 様300mg%に 補 正 した.こ れ らに

1μCの1-14C glucoseま た は, 1-14C acetateを 加 え,

 Dubnoff metabolic incubatorを 用 い て37℃, 2時 間95

%O2+5%CO2気 相 の 中 で, 70サ イ ク ル のshaking

でincubateし た.使 用 し たtracerの 比 放 射 能 は

glucose 3mC/mM, acetate 22.3mC/mMで あ り,イ

ン ス リ ンはLilly Co.の 豚 イ ン ス リ ン結 晶 を 使 用 し

た.

incubation終 了 後Folchの 方 法 を 改 良 したHennes

等7)の 方 法 に よ りmediumを も含 め て 脂 質 を 抽 出,

水 洗 し, Bjorntorp8)の 方 法 に 従 ってKOHと と も に

4時 間100℃ の水 浴上 で けん 化 した.け ん 化物 と不

けん 化 物 の 分 画 を 別 々 に 石 油 エ ー テ ル に て 抽 出 し,

そ れ ぞ れ1/5を カ ウ ン ト用 バ イ ア ル に 移 し, liquid

 acintillation spectrometerで 計 測 し た.残 りの 脂 肪

酸 はMetcalfe and Schmitz9)の 方 法 で メチ ル 化 し,

ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ りchromosorb Pに20

%のdiethylene glycol succinateをcoatingし た カ

ラ ム を 通 して 個 々の 脂 肪 酸 に 分 離 した.各 々の ピー

ク に お い て 流 出 す る各 脂 肪 酸 メ チル エ ス テ ル を,脱

脂 後 シ リコ ン処 理 を した フ ィル タ ー に集 め10),そ の

放 射 能 を も測 定 した.流 出脂 肪 酸 は既 知 標 準 脂 肪 酸

の保 持 時 間 か ら 同定 した.ま た,と りこ ま れ た14C

は脂 肪 組 織 単 位 湿 重 量 当 りのd. p. m.と して 表 現 し

た.

Ⅲ 研 究 成 績

1) 血清 中においてacetateお よびglutoseか らラ

ッ ト脂 肪組織成分 へ とりこまれた14Cのbuffer

中で のそれ に対 す る比率
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Table 1 Effect of nomal human gerum on the

 incorporation of 14C from 1-14C glucose and
 1-14C acetate into lipid fractions (value in
  buffer=100)

a) 総 脂 肪 酸 へ の と り こみ:glucoseか ら の と りこ

み は,表1に 示 す よ う に,イ ン ス リ ン非 添 加 時476

±210%(算 術 平 均 ±標 準 偏 差), 50μU/ml添 加 時

194±78%, 800μU/ml添 加 時80±18%, acetateか

ら の と り こ み は,そ れ ぞ れ171±31%, 103±13%,

 81±10%の 値 を 示 した.

b) 不 け ん 化 脂 質 へ の と り こみ:表1に み る よ う

にglucoseか らは イ ン ス リ ン非 添 加 時248±109%,

 50μU/ml添 加 時161±62%, 800μU/ml添 加 時78±

29%, acetateか ら は そ れ ぞ れ222±64%, 187±95

%, 355±320%で つ あ た.

c) Glyceride-glycerolへ の と り こみ: glucoseか ら

は 上 記 イ ン ス リ ン濃 度 に お いて そ れ ぞ れ437±231%,

 420±180%, 265±172%, acetateか ら は そ れ ぞ れ

107±59%, 41±16%, 218±215%で あ つ た 。

以 上 の成 績 は,脂 肪 酸 お よ び 不 けん 化脂 質 へ の14C

の と り こみ が,血 清 中 に お い て は,イ ンス リン非 添

加 時 な ら び に50μU/mlの 濃 度 を 添加 した 時 は と も

にbuffer中 で の 値 よ り著 し く大 き く, 800μU/ml添

加 時 に は 逆 に 約20%の 抑 制 を う け る こ とを 示 して い

る.し か し, glycerolへ の と り こみ は イ ンス リン作

用 に非 特 異 的 で あ る と考 え られ る.

2) 血 清 中 に お い てglucoseお よ びacetateか ら個

々 の 脂 肪 酸 へ と り こ ま れ た14Cのbuffer中 で

の それ に 対 す る 比 率

a) 14Cと り こ み の 絶 対 量 に お け る 比 率:表2に 示

す よ う に,ミ リス チ ン酸(14:0),パ ル ミ チ ン 酸

(16:0),パ ル ミ トオ レイ ン酸(16:1),ス テ ア

リン酸(18:0),オ レイ ン酸(18:1)の 何 れ に

お いて も, glucose-14Cの と り こみ はbufferで の 値
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に対 し,イ ンス リン非添加時, 14:0が202±72%

のはかは何れ も平均値 で300%以 上 の増加 を示 し,

 50μU/mlの 添加 イ ンス リン存在 下で は平均150～250

%に まで低下 し, 800μU/ml添 加 の もとで は65～80

%で, bufferで の値 に比 し, 20～30%の 抑 制をみた.

これをacetate-14Cか らの14Cの と りこみにつ い て

みて も,表2に み るよ うに, 14:0に おいて,イ ン

スリン添加 の有無にか かわ らず50～60%に 抑制 され

ているほかは,添 加 イ ンス リン量 の増 加 に つ れ,

 bufferで の14Cと りこみ に比 し,血 清 中で の と り

とみが減少 して くる点 で, glucoseか らの 場合 と同

様の結果であ る.

Fig 1. Effect of normal human serum on the shift of the percent 

incorporation of 14C from 1-14C glucose and 1-14C acetate 

into individual fatty aside by rat fat pad

(percentage in buffer=100)

b) 血 清 中 で各 脂 肪 酸 に と りこ ま れ た14Cが 総 脂 肪

酸の14Cに 対 して 占 め る 比 率 のbuffer中 で の そ れ

に対 す る 比 率:表2,図1に 示 す よ う に, 14:0,

 16:1で はbufferで の 値 よ り減 少 して お り, 16:

0, 18:0で は 増 加 して い る.す な わ ち,イ ン ス リ

ン非 添加 血 清 中 に お い て,変 化 の 大 き いacetate

 Precursorの 場 合 を の べ る と, 14:0, 34±9%, 16

:1, 72±13%, 16:0, 121±11%, 18:0, 163

±29%で あつ た.ま た, 18:1で は122±38%で あ

り,血 清 中 で はbuffer中 に お け る各 脂 肪 酸 の 占め

る14Cの 構成 比 とは異 つ た構 成

比を示す ことが わか る.し か し,

この比率 を添加 イ ンス リンの影

響 とい う面か らみる と16:1で

は影響 がみ られず, 16:0と18

:0で は800μU/ml添 加 イ ンス

リン存在 下でや や低下 傾向 を示

して いる.し か し,イ ンス リン

濃度 を増加 す る ことに より,こ

の比率が最 も大 き く低 下す るの

は18:1で あ り, 800μU/ml添

加 インス リン存在下 では79±27

%と 抑制 されて いる. 14:0は

この比率が800μU/mlの イ γス

リン添加時 に増加す る ことか ら,

 18:1と は逆 の変化を する こと

が わ か る.こ れ らの 変 化 はglucose-14Cの 場 合 も ほ

ぼ 同 様 の 傾 化 で あ つ た.

以 上の 質的な比率の面 での成 績か ら,血 中 イ ンス

リンの作用 に最 も特異的 に反応 す るのは18:1と 考

え られ る.

3) 血清 中の低 濃度添加 イ ンス リンの作 用

表1に おける50μU/ml添 加 インス リンに よる脂肪

酸への14Cの と りこみ増 大を,血 清 中の内因性 イ ン

ス リンの影響か ら除外す るため, 6例 の正常 人血清

につ き1-14C glucoseか らの 脂肪酸合成 を パ ラメー

ター と して血清ILAを 測定 した.そ のILAに よ

る14Cの とりこみ を除 外して も,表3に 示す ように,

血清 中において, 1-14C glucoseか ら脂肪 酸 へ の14C

の と りこみはbuffer中 におけるよ り多 く, 50μU/ml

の添加 イ ンス リン存在下 で157±35%, 100μU,/mlで

は127±53%と,イ ンスlリン作用増 強を示す成績 を

え た.

4) 添加 イ ンス リンの作用 に対 する 希釈血清 の 影

響

ラ ッ ト脂肪組織 におけ る1-14C glucoseか らの 脂

肪酸合成 を, 500μU/mlの インス リン添加の もとに,

 4倍 および16倍 希釈血 清中で調べ る と,図2に 示 す

Table 3 Effect of exogenous added insulin on the incorporation of 14C from 1-14C glucose into 
fatty acids in serum (values in buffer=100)
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よ う に, 16倍 希 釈 に お い て14:

0, 16:0, 18:0, 18:1の

生 成 が と もに, buffer中 で の値

よ り も5～35%の 増 加 を 示 し

た.

5) 透 析 血 清 の 添 加 イ ンス リン

作 用 へ の 影 響

buffer中 で24時 間 透 析 した血

清 中 で の,脂 肪 組 織 脂肪 酸 への

glucoseか らの14Cの と り こ み

は,図3に 示 す よ う に,も との

血 清 中 で の 値 に 比 し,イ ンス リ

ン非 添 加 で は12:0, 14:0,

 16:0, 18:0に お い て60～75

%の 増 加 を み た が, 16:1, 18

:1で は 増 加 度 が 少 く(10～

25%),ま た, 200μU/mlの イ ン

ス リン添 加 時 は14:0, 16:0,

 16:1, 18:0に お いて10～20

%の 増 加 に と ど ま り, 18:1で

は6%の 抑 制 が み られ た.

6) ラ ッ ト脂 肪 組 織 の 脂 質 合

成 に 対 す る イ ンス リン作 用

へ の 絶 食 の 影 響

表4に 示 す ご と く, 200お よ

ぶ600μU/mlの イ ン ス リ ン含 有

buffer中 に お い て, 16時 間 絶 食

ラ ッ ト群 で は 非 絶 食 群 に比 し,

脂 肪 酸 へ の1-14C glucoseの と

り こ み は 有 意 に 低 下 し,逆 に

glycerolへ の と り こみ は 有 意 の

増 加 を 示 した が,不 け ん 化 脂質

に お いて は 有 意 差 を 認 め な か っ

た.

Fig 2. Effect of diluted normal human serum oa the incorporation

 of 14C from 1-14C gluose into various fatty acids

(values in buffer=100)

Fig 3. Effect of dialyzed serum on the incorporation of 14C from

 1-14C glucose into discrete fatty acids (value in non-dialyzed

 serum=100) Ⅰ=no insulin added Ⅱ=200μU/ml of insulin

 added

Table 4 Effect of insulin on the incorportion of 14C from 1-14C glucose into three lipid fractions

 by adipose tissue of fasted rats (dpm/mg tissue)

NS=not significant
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Ⅳ. 総括な らびに考按

すでに,著 者 ら6)はin vitroに お ける ラッ ト副

〓丸脂肪組織 にお ける実験 か ら, 1-14C glucoseお よ

び1-14C acetateをprecursorと した時 の14Cの 各

脂質成分 な らび に,個 々の脂 肪酸へ のと りこみ,お

よびそれ らに対 す るインス リンの効果を, bufferを

mediumと して検討 し,そ の 作用 はパ ル ミチ ン酸生

成に最 も特 異的 で あ り, chain lengtheningに よ っ

て生成 され るステア リン酸,オ レイ ン酸 はパル ミチ

ン酸生成増加の ための二 次的増加 である ことを報告

した.今 回の成績か ら,著 者 は,ラ ッ ト脂肪組織 に

おいてglueoseお よびacetateか ら脂質成 分 な らび

に個 々の脂肪酸への14Cの と りこみにお ける,正 常

人血清中添加イ ンス リンの作 用を, buffer中 で のそ

れ と比較検討 し,脂 肪 酸およ び不 けん化脂質で は血

清中の内因性 イ ンス リンによる14Cと りごみを除 外

して も,な お50μU/mlの 血清 中添加 イ ンス リンで

は作用の増 強がお こり, 800μU/ml添 加時 には約20

%の 作用の抑制が み られた｡し か し,血 清 中 で の

glyceride-glycerolへ の と りこみは, 800μU/mlイ ン

ス リン存在下で も増加 を示 した.つ いで,個 々の脂

肪酸合成 の血清 中添加 イ ンス リンへの反 応態度 を,

各脂肪酸 へ と り こ まれ た14Cの 占 め る比 率 の,

 buffer中 でのそれ と比較 す ると, 14:0, 16:1は

低下, 16:0, 18:0は 増加 して いるが,添 加 イ ン

ス リン量 によ り最 も大 き く変動す るのは18:1の 生

成であり,こ の18:1生 成 が血清 中での インス リン

の作用に最 も特異 的と考 え られた.ま た,透 析血清

中では希 釈血清 中よ りも18:1生 成 に対 す るイ ンス

リン作用の抑制を強 く残 していた.一 方 また, 16時

間絶食ラ ッ トの脂肪組織 では,脂 肪酸生成 に対す る

インス リンの作用 は有意 の低下 を示 した.と ころで,

人間の血清中 におけるイ ンス リンの作 用発現に は種

々の 複雑な因子が作用す る もの と推定 され る11)-14).

 Miller15)ら によれ ば, bicarbonate,ア ミノ酸, oxal

acetate, succinateな どの脂質合成促進 物質が含 まれ

るが,そ の大部分 は血 中イ ンス リンによ ると考 え ら

れ る, 1963年 以来Powerら11)は,ラ ッlト脂肪組織

における1-4C glucoseか ら,総 脂質へ の14Cの と

りこみを指 標と した血 清中イ ンス リン作 用の検討 か

ら,人 血清 を希釈す ることによ り, 10倍 希 釈を頂点

と して,著 しい添加 イ ンス リンの活性増 強を認 め,

イ ンス リンに対 するaugmentation effectと して 報

告 したが,著 者 の成績 で も, 500μU/mlの 添加 イン

ス リン存在 下にお いて, 16倍 希釈 血清を用 いる こと

によ り, buffer中 におけ る値を こす脂肪酸 の生成 を

認めた点で一 致す る. Power12)ら はまた, 210μU/ml

の イ ンス リン添加 のも とに,正 常 人血清 グロブ リン

分画 に添加 イ ンス リン作 用 の 著 明 なaugmentation

を認 め, Alp14)ら も放 射性glueoseか らの脂 肪 酸生

成 とC14O2の 産生 において,正 常人お よび糖尿 病血

清の アル ブ ミン分画 に インス リンを加えて,ラ ッ ト

脂肪組織 をincubateし た場合 に,同 様 イ ンス リン作

用の増 強を認め たが,こ の場合 の イ ンス リン添加量

は25～125μU/mlの 濃度 であ り,か か る低 濃度の イ

ンスリ ン濃度下で は,著 者 の血 清 自体 の成 績で も同

様作用増 強の傾 向を認 め た,し かるに,脂 肪組 織 に

おいて高濃度 イ ンス リン添加 の もとで,イ ンス リン

作用 抑制のお こる事実は,こ れまで報告 がな く,特

異 な所見 であ る.こ のよ うなイ ンス リン作用 を抑制

す る血 清中の 因子 には,内 分泌 物質,電 解質 を は じ

めケ トン体 などの代謝産物, Cysteinやglutathione

などが関与す ると考 え られ13),ま た,血 清 中遊離脂

肪酸 も重要 と思 われ る16)17).さ らに, 24時 間透 析血

清 において は,も との血清 に比 し,脂 肪 酸生成が増

加す る ことか ら,イ ンス リン作 用抑制 に関 し水 溶性

物質 の関与 も考 え られ る.し か し,後 に述 べ るよう

に,血 清の脂肪酸合成 へ の影響 は18:1に 最 も特異

的で あるが,こ の透析血清 中では,他 の脂 肪酸に 比

し, 18:1の 生成 抑制が 消失 しがた い点 につ いて,

さ らに検 討を要 す る.す なわ ち,透 析血 清 にみるイ

ンス リン作用増強は,血 清その ものによ る作用増 強

や,希 釈血 清に よる場 合 とは, 18:1生 成 に対す る

態度が異 ることか ら推 して,異 質 の もの とも考え う

る. 1964年Hennes18)ら は ラ ッ ト脂 肪 組 織 に お け

るin vitroの 実験 にお いて, 1-14C glucoseか ら個 々

の脂肪酸 への14Cの と りこみを,正 常 人 と糖尿病 者

の血清 中にお いて 比較 し,高 血 糖糖尿病者 の血清 中

で は18:1生 成 の少 い こと,ま た総脂肪 酸合成 の増

加が18:1の 比率 の増加 とよ く相 関す ることか ら,

血清 中の イ ンス リンが18:1生 成 に特異 的 に作用 す

る ことを報告 した.著 者 の成 績で も,血 清 中の添加

イ ンス リンの作用 に最 も特異的に反応 す るの は18:

1の 生成で あ り,血 清 中の イ ンス リン濃度 に応 じて,

低 濃度では生成 促進,高 濃度で は抑 制を うける と考

え られ る.同 時 にまた, Hennesら の 成績 によれば,

 18:1の 生成 はmitachondriaの 酸化 と密接 に関係 し

て いるので,こ の生成促進が イ ンス リンの18:1に

対 す る直接作用 か, mitochondria内 の基 質利用 の増
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加を介す るもの かは不明で ある.す な わち, 18:0

か ら18:1の 生 成に はTPNHが 必要で あ り19),こ

の 反応 はmitochondriaのTPNHの 再 酸 化 に 役 立

つ.し たがつて, TPNHが 著明 に増加 すれ ば,そ の

再酸 化の ため18:1の 生 成が亢 進す る こともあ りう

るか らで ある. 14:0は 血 清中で は, buffer中 にお

けるよ り比率 は低い ままなが ら,イ ンス リンによ り

buffer中 で の値に対す る比率が増加 を来す ことは,

他 の脂 肪酸 とは逆 の所見で あ り,理 由は不明で ある

が,高 イ ンス リン下 で16:0生 成が低下 傾向を示す

た め,そ の前段 階の14:0が 増加 して 抑制が緩和 さ

れ る ことも考 え られ る.一 方,組 織 自体 の条件 につ

いて も, Benjamin20)ら は, alloxan糖 尿 ラ ッ ト脂肪

組織 では18:0か ら18:1の 生成が他 の脂肪酸 とは

不均衡 に低下 し, in vitroの イ ンス リンには不応 で

あ ることを報告 して お り,ま た著者の検 討 した絶食

の影響 か らみて も, mediumの み な らず,使 用 す る

動物 自体 の条件 によ るイ ンス リン作用へ の影響 も大

きい と考 え られ る.こ の ことにつ い て はltzhaki21)

の報告やMasoro22)の 綜説 に詳 しい.

したが つて,こ のよ うな組織 の条件 とか,あ るい

は血清 中の各 種 のイ ンス リン作用 修飾因子,ま た直

接 脂肪酸合成 に働 く物 質な どが 作用 して,そ の結果

血 清中 での インス リン作用に特異 的に反応 しやすい

オ レイ ン酸 の生成が影響 を うけ,同 時 に また,他 の

脂 肪酸 に も一定 の変 化を もた らす もの と考 え られ る.

Ⅴ 結 論

ラッ トの副〓 丸脂肪組織 の脂質 合成 を1-4C glucose

および1-4C acetateか らの14Cの と りこみを 指標

と したin vitroの 実験 にお いて, bufferな らび に

正 常人血清 中におけ る各脂質成 分 および,個 々の脂

肪酸 の生成を対 比検 討 し,ま たそれ に対 する50μU/

mlの 低 および800μU/mlの 高濃度 イ ンス リン添加

の影響 につ いて検討 し,次 の結論が え られた.

1) 血清 は生理 的に近 い低 濃度 イ ンス リン存 在 下

で は,ラ ッ ト脂 肪組織 におけ る脂肪酸合 成を著明に

促進 し,逆 に800μU/mlの 高濃 度 イ ンス リン添加時

には約20%の 抑 制を示 した.

2) 個 々の脂肪 酸の生成 について観察 す る と,血

清 中では各脂肪 酸 にと りこまれ た14Cの 構成比が,

 buffer中 の そ れ と は 異 り, 14:0, 16:1は 減少

し, 18:0, 16:0は 増加 してい る.し か し,血 清

中の添加 インス リンに最 も特 異的 に影響 され るのは

18:1の 生成で あ り,こ の18:1の 生成が インス リ

ン濃度 の変化 による脂肪酸生成 の増減を最 も強 く反

映す る.

3) 血清 中添加 イ ンス リンは ラッ ト脂肪組織 で の

不 けん化 脂質の生成 に対 して も脂肪酸 と類似の効果

を有す るが, glycerolの 生成 には特異性 が少ない.

4) 18:1の 生成 は,透 析血清 に200μU/mlの イ

ンス リン添加 時 に もやは り抑制 がみ られ るので,そ

の他の飽和脂肪 酸の生 成 とは異質 の ものの存在が考

え られ る.

(本論 文要 旨は第10回 日本糖 尿病学会 総会におい

て発表 した)
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Rat epididymal adipose tissue was incubated in the normal human serum in the presence 
and absence of insulin, and the incorporation of labeled glucose and acetate into major lipid 
fractions and individual fatty acids was compared as these in Kreb's bicarbonate buffer.

The results were as follows:

1) The incorporation of 14C from 1-14C glucose or 1-14C acetate into fatty acids of adipose

 tissue was increased by the serum containirlg 50μU/ml of added insulin, but the incorporation

 was inhibited about 20% by serum with 800μU/ml of added insulin.

2) The percentage of recovered cpm incorporated into various fatty acids showed some

 difference in the serum as compared to the values in buffer. Although the percentage of 14:0

 and 16:1 was decreased and 16:0 and 18:0 was increased by the serum, the changes found

 in these fatty acids were less sensitive to the effect of added insulin. The formation of 18:1

 was most sensitive to added insulin in serum and the change of synthesis of this fatty acid

reflects most specifically the stimulatory or inhibitory effect of insulin on the formation of

 total fatty acids in serum.

3) The effect of insulin as was found in fatty acid formation in serum was also appeared

 in the formation of non-saponifiable fraction in serum, but the glycerol formation was almost

 independent on insulin effect.

4) Dialyzed sernm with 200μU/ml of added insulin stimulated the fomation of total

 fatty acids remarkably, but the formation of 18:1 was also depressed in this condition
, then,

 it is conceivable that the formation of 18:1 has some difference in nature as compared to

 others.


